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赤花系イチゴのＤＮＡによる品種識別技術
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Ｉ緒言

千葉県では2006年に､観賞用の赤花系イチゴ新品稲｢紅

香」及び『桜香」を品稲登録出願した。これまでの観賞

用イチゴの果実は、ほとんどの品種で品質が悪く食用に

適さなかったため、果実品質を向上させた観賞用品稲を

育成したことにより、花を楽しむだけでなく、果実を食

べて楽しめるイチゴとして普及が期待されている。

一方、植物の新品菰の保謹に閲する国際条約

(IntcmationalConventionlbrtheProtcctionorNew

VarietiesofPlants，略称：UPOV条約）の改正に伴い、

1998年に種苗法が全面改正された。この中で植物の新た

な品種を育成した者は、その新品種を登録することで利

用する権利（育成者椛）を占有することができると定め

られている。近年、育成者椛保溌のために、一部の作物

でDNA分析による品種識別技術が開発されており、桶利

侵害防止の効果を上げている例もある。

イチゴは栄養繁殖が可能であることから、赤花系新品

種の育成者権を保護するために、DNAマーカーによる品

種識別技術の開発が求められている。これまでに生食用

の白花系イチゴでは、CAPSマーカー（Kunihisaeta1.,

2003,2005）及びRAPD-ST5マーカー（田崎ら、2008a，

ｂ；野村ら、2005）による品稲織別技術が報告されてい

る。特にCAPSマーカーによる繊別は、国産主要品種を

含む65品種が識別可能であり、インターネットでマニュ

アルが公開されている（独立行政法人農業・食品産業

技術総合研究機綱野菜茶業研究所（以下（独）野菜茶

業研究所)、2007)。一方、赤花系イチゴの品稲織別技術

に関する報告はない。

本研究では、白花系イチゴで開発されたCAPSマーカ

ー（Kunihisaeta1.,2005）を適用して、赤花系イチゴ

の品種職別技術を砿立したので報告する。

本研究は新品菰開発スピードアップ事業「新品菰現地

定着スピードアップ技術の開発」の一環として実施され

た。
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Ⅱ材料及び方法

１．供試品穏及び材料

新品種「紅香｣、「桜香」及び経済流通している赤花系

イチゴ品種「紅春妃｣、『桃春妃｣、「Ｆ＄フラグー」を供

拭した。さらに、千葉県農林総合研究センター育稲研究

所で育成中の赤花系イチゴ５系統「05-09｣、「05-13Ｊ，

「6SRS124｣、「05-40｣、「02-19」を併せて供賦した。同

研究所で栽培している各品種・系統から展開匝後の葉を

切り取り、DNA抽出用サンプルとした。そしてCAPSマ

ーカーによる多型解析には、白花系イチゴで遺伝子型が

既知である育菰研究所に保存されていた「とちおとめ」

と「ふさの香ｊを対照品粧として供試した。

２．DNAの抽出

DNA抽出用サンプル約１００mgを液体窒素下で凍結させ

ながら乳鉢で粉砕した。その後の抽出操作はこれを試料

とし、抽出キット（QIAGEN社DNeasyPlantMiniKit）

を用いてＤＮＡを抽出し、最終的に全赴200脚ＬのDNA溶

液を得た。

このDNA溶液５脚ＬをTAE緩衝液中の１．２％アガロース

ケルを用いて100V、３５分間電気泳動を行った。ケルをエ

チジウムプロマイド溶液(500,9/､L)に１０分間浸した後、

紫外線照射下で抽出したDNAを確認した。

３．CAPSマーカー

白花系イチゴで開発された25種類のＣＡＰＳマーカー

（(独）野菜茶業研究所、2007）のうち、国際基準に則

った妥当性砿鴎済みの15菰類の中から、千葉県農林総合

研究センター生物工学部植物工学研究室が保有する制限

酵素切断を行う13租類のマーカーを使用した。

４．PCR反応及び制限酵素反応

（独）野菜茶業研究所（2007）に準じて次のように行

った。PCRは反応液赴20.0必Ｌにおいて、イチゴ葉から

抽出したDNA約５，９（得られたDNA溶液を滅菌水で１０

倍希釈したものを2.0必Ｌ）を鋳型にして、各プライマー

（200,M)、0.81,Mの｡NTP（AmpliTaqCoId付属)、そして

１ユニットの耐熱性ＤＮＡポリメラーゼとしてAmpIiTaq








